
平成 23 年度年報発刊にあたって

　平成 23 年 3 月に発生した東日本大震災と福島原発事故以降、京都に住んでいる私にとっても、見慣れ
てきた日常の風景や光景が何か違ったもののように見えるような気がします。長期的に見ると今は、社
会の有り様が変わっていく転換点に立っているのかもしれません。当研究所においても、平成 23 年度は
原子力発電所周辺の放射線監視体制が見直され、環境放射能水準調査もさらに拡充・強化されたものと
なりつつあります。これらの見直しが、「万が一」の事態に対しても、「平常時」においても、合理的で
有効に生かされることを願ってやみません。野菜等に含まれる放射性物質の測定は、京都府では従来か
ら大気課において、環境放射能水準調査の一環として実施されてきました。しかし、平成 23 年度からは、
それに付け加えて理化学課において、「食の安全」という視点から検査を実施するようになりました。こ
れも、当研究所にとって大きな変化でした。
　食品といえば、平成 23 年 4 月下旬に富山県等の焼き肉チェーン店で発生した腸管出血性大腸菌食中毒
のアウトブレークは、重症者を多発し 5名の死亡者を出しました。これを契機に生食用食肉の規格基準
が大幅に厳格化され、さらに生食用牛レバーの販売・提供が禁止されました。このような行政の動きを
過剰にパターナリスティックであるとする声もあるようですが、近年の無警戒な「生食の流行」に歯止
めをかける意味で、やむを得ない処置であったと思います。
　健康危機事象は、特に広域化すると対策が難しくなります。平成 24 年 5 月に関東地方の浄水場におい
て発生したホルムアルデヒドの基準値を超える検出事例では、数カ所の浄水場で取水、送水を停止し、
一時的に 36 万人が断水の影響を被る事態となりました。しかし、この事例では、各部局がよく連携して
対策を行い、比較的速やかに原因究明に至り収束しました。この事例を見ていて、技術力と危機管理体
制の重要性を改めて認識しました。
　地方衛生研究所や地方環境研究所は、いずれも少ない陣容ながら、感染症、食品、環境衛生、大気、
水質などについて定められた検査を黙々と行い、日常的に監視に当たるとともに、健康危機事象の発生
に際しては、所を挙げて迅速に対応し、原因物質を特定し、対策に必要なデータを提供することが求め
られています。これらの基本的業務に加えて調査研究も、技術力をさらに高め、洞察力を深め、より積
極的に地域社会に貢献するために必須の業務です。これらを総合的に行うことによって、真に信頼され
る研究所となり得るのだと思います。
　最後になりましたが、当年報には、細菌・ウイルス、食品、環境衛生、水、大気等に関し、平成 23 年
度に当所で実施された行政検査・調査研究の報告が収録されています。ご批判をいただきますとともに、
当所に対するご指導、ご支援をよろしくお願いします。

　　平成 24 年 8 月
京都府保健環境研究所長　　有　薗　直　樹
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